
（別紙３）

〜 令和7年4⽉30⽇

（対象者数） 26⼈ （回答者数） 19⼈

〜 令和7年4⽉30⽇

（対象者数） 5⼈ （回答者数） 5⼈

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

楽しく⾃分のタイピングのスキル向上を⽬指す。

2

活動がワンパターンにならないように、引き続きリサーチ
を続けていく。

3

職員が得意な事を伸ばして、活動に活かしていく。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

防球ネットの設置などの環境整備を⾏う。

2

今後、親⼦や地域が参加できるイベントや保護者会（お茶
会）の開催を検討していく。
多くの保護者が駐⾞できる施設での開催を検討する。

3

ICT活動 「寿司打」「popタイピング」「動物タイピング」など様々
なタイピングのアプリを⽤意して、個々に合ったレベルで取
り組めるよう⼯夫している。

体験型の活動が豊富 普段やってみたいけど、なかなか出来ない活動をリサーチ
し、活動に組み込んでいる。

職員の個性を活かした活動 職員の得意な事を活動に取り⼊れている（釣り、野球、刺
繍、クッキングなど）

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

庭活動でボール遊びをする際、ボールが道路や畑に⾶んでい
くことが多々ある。

防球ネット等が無く、外に⾶び出してしまう。

親⼦や地域参加型のイベント、保護者会が少ない。 休⽇も開所しているため、保護者のみ集まり、交流する機会
のスケージュール調整が難しい。
保護者が駐⾞するスペースが⾜りない。

令和7年3⽉1⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和7年4⽉30⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス果実の⽊ ⾼江洲教室

○保護者評価実施期間 令和7年3⽉1⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表


